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論文内容の要旨
 研究目的

 1947年，MacFarlaneらによりはじめてこれまでと異

った線維素溶解酵素として，正常人尿の線溶活性につい

て報告がなされた．以来Urokinaseの研究ことにこの

由来についても種々の報告がある．大別するとこれは

血液Plasminogen－Activatorが腎から濾過され，それを

Urokinaseとする説と，腎組織でこれが産生され尿に放

出されるとする説とがある。

 著者は先に腎疾患の血中Plasminと尿線溶活性物質

を測定し，後者の説を示唆する結果を得た，なお最近の

報告によると，腎が人体内の線溶系の調整に重要な役割

を果しているであろうとの説も現れた．

 今回著者は尿線溶活性物質および腎組織Activatorの

検討を引きつづき行い，これらと腎疾患の病像との関係

を検索し，これから尿線溶活性物質の由来についての検

討を試みた．

 研究方法

 始めに抽出方法の異った尿中線溶活性物質について検

討を行なった．すなわち，検査材料としては健康正常人

の新鮮尿を用い，尿そのままのものと，これよりAcetQn

にて抽出したものとについて，熱処理および凶に対する

態度をブイプリン平板法により検討した．

 次に腎疾患患者26名をえらび，これの新鮮尿を用い，

尿そのままおよびAceton抽出法から得たものを材料と

して，尿中線溶活性値を測定した．これと同時に血中

Plasmin値および腎機能検査も併せ行なった．

 次いで生前尿中線溶活性物質の低値を示した腎疾患お

よび腎機能障害のあった症例の腎組織を対象とし，正常

対照群としては，剖検時肉眼的所見で腎異常を認めなか

ったものを用い，それぞれの組織を皮質と髄質とに分け

Plasminogen－ActivatorをAstrupおよびAlbrechtenの

方法にしたがい測定した．なお正常対照群については時

間の経過に従い，結合型および遊離型Activatorについ

ても測定した．

 検査成績

 1．抽出方法の異った尿Activator，すなわち尿そのま

ま，およびAceton抽出液｝こよるものとの間に，大きな

差異はなかった。しかしAceton抽出液の方がより安定

性のある値を示した，

 2．尿線溶活性値の低下は，慢性腎炎に比較的多く，

殊に腎機能障害の高度なものに認められた．

 3．尿線溶活性は，腎機能検査のうちの血中尿素窒素

と逆の相関関係を認めた．

 ・1．尿Activatorと血中Plasmill値との間には全く

相関関係を認めなかった．

 5．腎疾患における腎組織Activatorは，正常のそれ

に比べて低値を示した．皮質組織Activatorは髄質のそ

れよりも低下の傾向を示した．

 6．尿線溶活性物質は，腎の各部位と関連して変化す

ることは否定し得ないが，腎糸球体部位も何らかの形で

関与しているものと思われた，

 結語

 内科的腎疾患の症例においては，尿中線溶活性物質

は，血中のPlasmin値に関与する事なく，むしろ腎機能

障害の高度な腎組織により影響される事が判明した．
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論 文 審 査 の 要 旨

 Urokinaseの由来については未だ定説がなく，血液plasminogenactivatorが腎より濾過されたものか，

又は腎組織で産生された尿に放出されたものか議論されている．著者はこの点を明らかにする目的で臨床

的並びに実験的研究を行ない，尿activat・rと血中plasminとは相関々係なく，uroklnaseは腎組織で生

産されるものであることを明らかにした．本研究は学術上価値あるものと認める，
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